
 

2 大仙市の現状 

第 

章 
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１ 人口の動向 
 

 
 
 
  本市の総人口は、平成２７年時点で８２,７８３人でしたが、令和２年時点には    

７７，６５７人と８万人を割り込み、年少人口（０歳～１４歳）の割合も減少しています。

一方、老年人口（６５歳以上）の割合は年々増加しており、少子高齢化が進んでいます。 

国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）の推計によると、本市の    

総人口は今後も減少傾向が続き、令和１７年には約６万人になることが予想されています。 

 

  

 

 
 

 

8,725 7,637 6,377 5,340 4,530 

45,388 
40,029 

35,865 
32,209 

29,177 
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77,657 
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54.8%
51.6% 50.0% 48.9% 48.4%

34.6% 38.6% 41.1% 43.0% 44.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年

年少人口 生産年齢人口 老年人口 ・総人口

（１）人口の推移 

出典：総務省「国勢調査」（各年１０月１日現在） 注：不詳補完値を用いている。 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（２０２３）年推計）」【令和７年以降】 

【単位：人】 年齢区分別人口の推移 

年齢区分別人口割合の推移 

社人研推計 

社人研推計 
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 本市の婚姻件数は減少傾向にあり、令和４年には直近５年間で初めて２００件を割り 

込みました。  

 

 

 

本市の未婚率は各年代とも上昇傾向にあり、すべての年代において女性より男性の方が

高くなっています。特に男性の「３０～３４歳」における平成２７年から令和２年にかけ

ての上昇幅が４.３ポイントと大きくなっています。 

 

  

248
279

231 235

180

0
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300

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

42.9%

46.6% 47.1%

51.4%

28.6%

34.0%

36.6% 35.9%

24.3%

26.8%
29.4%

30.9%

16.6%

23.4%
25.1%

27.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

23.9%

29.7%

33.0% 33.5%

13.1%

17.1%

21.0%

24.6%

8.5%

12.4%
14.5%

16.9%

4.4%

8.5%

12.1%
13.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳

（２）婚姻の動向 

婚姻件数の推移 【単位：件】 

女性 男性 

出典：総務省「国勢調査」（各年１０月１日現在） 

未婚率の推移 

出典：秋田県「秋田県衛生統計年鑑」（各年１～１２月） 
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本市の出生数は減少傾向にあり、令和元年以降は４００人を超えることなく推移して 

おり、令和５年には３０８人まで減少し、令和６年は３００人を大幅に割り込みました。 

 

 

 

一人の女性が生涯に産むこどもの数の推定値である合計特殊出生率を見ると、平成２５

～２９年から平成３０～令和４年にかけて、全国、秋田県、本市とも大きく減少しており、

本市は減少幅が０.１４ポイントと最も大きくなっています。 

 

 

  

 

 

 

370 357 375 364
308

256

0
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300

350

400

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

1.31

1.38

1.43

1.33
1.35

1.36

1.34

1.23

1.44

1.39

1.43

1.29

1.2

1.25

1.3

1.35

1.4

1.45

1.5

平成15～19年 平成20～24年 平成25～29年 平成30～令和4年

全国 秋田県 大仙市

【単位：人】 出生数の推移 

出典：大仙市市民部市民課（各年１～１２月） 

合計特殊出生率の推移 

出典：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」 

（３）出生の動向 

全 国 

大仙市 

秋田県 
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２ 母子・父子世帯の状況 

  本市の１８歳未満のこどもがいる一般世帯※のうち、母子世帯が占める割合は平成２７年

で３２３世帯（構成比４.９％）、父子世帯は３０世帯（同０.５％）となっていました。   

その後、令和２年には１８歳未満のこどもがいる一般世帯の全体数は減少しているものの、

母子世帯及び父子世帯が占める割合はほぼ変化がありませんでした。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

273
4.8%

323
4.9%

31
0.5%

30
0.5%

5,415 
94.7%

6,245 
94.6%

5,719 

6,598 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

令和２年

平成27年

母子世帯 父子世帯 その他世帯 ・ １８歳未満のこどもがいる一般世帯総数

１８歳未満のこどもがいる一般世帯に占める 

母子・父子世帯数の推移 

出典：総務省「国勢調査」（各年１０月１日現在） 

※ 「一般世帯」とは、寮や病院などの施設等の世帯を除いた世帯をいう。 

【単位：世帯】 
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３ 就労の状況 
 

女性が結婚や子育てを理由に離職することで生じるいわゆる「М字カーブ」は、令和２年 

国勢調査によると、本市においては、М字を描くことなく、「１５～１９歳」、「７０歳以上」

を除く全ての年代で全国及び県より就業率が高くなっています。 

 

 

本市における女性の就業率について、平成２７年と比較すると、令和２年は特に「３０～

４４歳」並びに「６０～６９歳」の区分で上昇しています。 

 

 

14.2%

59.7%

68.9%

64.5% 64.9%
68.5%

70.6% 70.2%
68.0%
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12.4%
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全国 秋田県 大仙市
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77.2%

57.2%

36.8%

9.6%

7.6%

71.2%

81.4% 81.6% 83.3% 84.4%
81.9% 80.8%

78.9%

66.4%

47.0%

12.4%

0%
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50%

60%
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80%

90%

100%

平成27年 令和2年

女性の就業率 

本市における女性の就業率の推移 

出典：総務省「国勢調査」（各年１０月１日現在）  

出典：総務省「令和２年国勢調査」（令和２年１０月１日現在）  

全 国 

大仙市 

秋田県 

H27 

R2 
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４ 障がいや困難を抱えるこどもの状況 
 

 

 

障がい児とは、身体や精神の障がいや知的障がいなどがある１８歳未満のこどもを言い

ます。本市における障がい児の人数は、直近３年間の推移を見ると、ほぼ横ばいで推移  

しています。 

 

 

 

 

 

  本市で家族のお世話などをしている児童・生徒は、令和４年度に実施した実態調査に  

よると、小学４年生から高校３年生までの回答者約３，０００人のうち、同居している  

家族のお世話をしている人は５０人、同居以外の家族のお世話している人は１０人で、   

合わせて６０人いました。 

上段：人 

下段：％ 

同
じ
家
に
住
ん
で
い
る

家
族
の
中
に
い
る 

同
じ
家
に
住
ん
で
い
る

家
族
の
中
に
は
い
な
い

が
、
ほ
か
に
い
る 

い
な
い 

無
回
答 

回答者 

計 

小学生 
23 6 946 23 998 

2.3 0.6 94.8 2.3 100.0 

中学生 
19 3 1,289 20 1,331 

1.4 0.2 96.8 1.5 100.0 

高校生 
8 1 651 5 665 

1.2 0.2 97.9 0.8 100.0 

合計 
50 10 2,886 48 2,994 

1.7 0.3 96.4 1.6 100.0 

41 44 42

113 114 120

6 8 6
160 166 168

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

令和３年度 令和４年度 令和５年度

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳 計

障がい児数の推移 

（１）障がい児の状況 

（２）ヤングケアラーの状況 

出典：「大仙市の福祉」（各年度末現在）  

【単位：人】 

・ 合計人数 

出典：大仙市「令和４年度ヤングケアラー実態調査」 
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５ こども・若者や家庭を取り巻く状況（ニーズ調査の結果） 
 

 
 
 

   

  平成２４年８月に成立、平成２７年４月に施行された「子ども・子育て支援法」（平成  

２４年法律第６５号）により、全ての自治体は、教育・保育・子育て支援の充実を図る   

ため、５年間を１期とする「子ども・子育て支援事業計画」を策定することとされました。 

  本市では、平成２７年３月に「大仙市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、平成２７

年度から令和元年度までを第１期、令和２年度から令和６年度までを第２期として、計画

に沿って、子育て支援政策を進めてきました。 

  今回、第３期となる「大仙市子ども・子育て支援事業計画」と、それを包含する「大仙市

こども計画」を策定するにあたり、子育てをされている保護者の方の教育・保育・子育て

支援に関する「現在の利用状況」と「今後の利用希望」を把握するとともに、前回調査との

比較を行い、今後必要となる教育・保育・子育て支援の量の見込みの算出と、計画策定の   

参考とするためにニーズ調査を実施しました。 

調査結果は「第５章 大仙市子ども・子育て支援事業計画 ～ニーズとサービス量の  

見込み～」における、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み」と提供

体制の「確保の方策」の設定に活用しています。 

   

  ① 調 査 対 象   市内の就学前児童がいる全世帯 

 （２人以上児童がいる世帯は、年齢が下の子を対象とする） 

  ② 対象世帯数   １,９１９世帯 

  ③ 調査実施時期   令和５年８～９月 

④ 調 査 方 法   教育・保育施設を利用している世帯※：各施設に依頼し、配付・回収 

いずれも利用していない世帯    ：郵送により配付・回収 

   

 配付数 回答数 回答率 

教育・保育施設を利用している世帯 １，７０３ １，２６２ ７４.１％ 

いずれも利用していない世帯 ２１６ １２２ ５６.５％ 

合計 １，９１９ １，３８４ ７２.１％ 

※「教育・保育施設を利用している世帯」には、認可外保育施設を利用している世帯を含む。 

 

 

 

① 設問の構成比（％）については、小数点第２位以下を四捨五入して表記している。 

② 単一回答の設問における構成比（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、

合計は必ずしも１００％になっていない場合がある。 

③ 複数回答の設問における構成比（％）は、集計対象数に対する回答数の比率を示す    

ものであり、その合計は１００％を超えることがある。 

調査目的 

 

（１）調査概要 

 

調査方法 

 

回収結果 

 

注意事項 
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■居住している地域について 

大曲地域が５８.

６％と半数以上を 

占めています。 

次いで、「仙北地

域」が８．９％、「中

仙地域」が８.８％と

なっています。 

 

■保護者の配偶関係について 

 

「配偶者がいる」

が ９ ２ ． ４ ％ 、    

「配偶者がいない」

が７．５％となって

います。 

 

■子育て（教育を含む）を主に行っている方について 

「父母」が５９．

３％と最も多くなっ

ており、前回調査 

（５６．０％）よりも

増加しています。 

次いで、「母親」が 

３９．２％となって

いる一方、「父親」は

０．７％にとどまっ

ています。 
 

58.6%

4.6%

5.6%

8.8%

4.7%

1.9%

8.9%

6.1%
0.4%

0.4% 大曲地域

神岡地域

西仙北地域

中仙地域

協和地域

南外地域

仙北地域

太田地域

その他

無回答

９２.４％

7.5%

0.1%

配偶者がいる

配偶者がいない

無回答

59.3%

39.2%

0.7%

0.3%

0.1%

0.4%

父母

母親

父親

祖父母

その他

無回答

総回答数 

１，３８４ 

総回答数 

１，３８４ 

総回答数 

１，３８４ 

（２）調査結果（一部抜粋） 
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■保護者の就労状況について 

母親、父親とも「フルタイムで就労している」が最も多くなっており、母親は    

５７．６％、父親は９０．７％となっています。 

 母親は、「パート・アルバイト等で就労している」が２２．２％となっています。また、

「フルタイムで就労しているが産休・育休等で休業中」が９．１％、「以前は就労して  

いたが現在は就労していない」が７．７％となっており、出産などにより休業や退職  

される方も多いことがうかがえます。 

 

 

■母親の就労希望について 

パート・アルバイト等で就労しているまたは就労しているが産休等で休業中と回答 

した母親のうち、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が４６．０％で  

最も多く、次いで、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が  

３１．４％となっています。何らかの形で就労を続けたい、今より長く働きたいと考え

ている方が多いことがうかがえます。 

 

90.7%

57.6%

0.7%

9.1%

0.3%

22.2% 2.5%

0.5%

7.7%

0.1%

0.3%

7.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親

母親

フルタイムで就労している フルタイムで就労しているが産休・育休等で休業中

パート・アルバイト等で就労している パート・アルバイト等で就労しているが産休等で休業中

以前は就労していたが現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答

13.2%

31.4%

46.0%

4.7%

4.7%
フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

回答数 

３４１ 
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■こどもの教育・保育事業の利用状況について 

  

現在、保育所など

の教育・保育事業を

定期的に「利用して

いる」世帯は８７．

０％となっており、

前回調査（７８．

９％）よりも割合が

増加しています。 

 

 

また、現在の利用状況にかかわらず、利用したいと考える事業は「認定こども園  

（２・３号認定・保育所の機能）」が６０．１％と最も多くなっています。次いで、   

「認可保育所」が４８．６％となっています。                  

 

 

 

 

 

 

87.0%

12.7%

0.3%

利用している

利用していない

無回答

総回答数 

１，３８４ 

48.6%

19.0%

60.1%

5.4%

3.3%

4.7%

11.3%

2.5%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

認可保育所

認定こども園(１号認定・幼稚園の機能)

認定こども園(2・3号認定・保育所の機能)

小規模保育施設

認可外保育所

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

※複数回答 
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■子育て支援拠点施設や子育て支援センターの利用状況について 

子育て支援拠点施設や子育て支援センターを利用している方は１７．６％となって 

います。「利用している」方のうち、１か月あたりの利用回数は、「１回」が４５．３％

と最も多くなっています。 

 

 

「利用していないが、今後利用したい」と回答した方は２６．１％となっていますが、

「すでに利用しているが、利用日数を増やしたい」と回答した方は８．０％にとどまっ

ており、より多く利用されるような工夫が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

利用して

いない

８１.７％

無回答

０.７％

１回 ４５.３％

２回 ２０.６％

３回 ５.7％
４回 ６.２％

６回

0.4％

５回

0.4％

７回以上 ４.９％

無回答 １６.５％

利用している

１７.６％

26.1%

8.0%

55.0%

10.9% 利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、利用日数を

増やしたい

新たに利用したり、利用日数を

増やしたいとは思わない

無回答

総回答数

１，３８４

総回答数 

１，３８４ 

１か月あたりの利用回数 
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■土曜日、日曜日・祝日における定期的な教育・保育事業の利用希望について 

 土曜日については、「月に１～２回は利用したい」と回答した方が３８．３％と最も 

多くなっており、次いで、「利用する必要はない」と回答した方が３３．６％と多いもの

の、「ほぼ毎週利用したい」方も２６．３％おり、利用を希望する方が多くなっています。 

日曜日・祝日は「利用する必要はない」と回答した方が６９．６％と、土曜日の２倍

以上を占めていますが、「月に１～２回は利用したい」と回答した方が２３．９％おり、

一定のニーズがあることがうかがえます。 

 

 

■こどもが病気やけがの場合の対処について 

現在、定期的な教育・保育事業を利用している方のうち、過去１年間でこどもが病気

やけがで保育所や認定こども園を利用できなかったことがある家庭は８５．５％と  

なっており、その場合の対処方法については、「母親が仕事を休んだ」と回答した方が 

８７.４％と最も多くなっています。 

 

 

69.6%

33.6%

3.4%

26.3%

23.9%

38.3%

3.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日曜・祝日

土曜日

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

85.5% 12.7%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用できなかったことがあった 利用できなかったことがなかった 無回答

87.4%

47.9%

23.8%

26.2%

8.3%

0.2%

5.1%

0.2%

1.4%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

同居している祖父母等親族にみてもらった

同居していない親族・知人にみてもらった

病児・病後児保育を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

父母のうち就労していない方が子どもをみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答 ※複数回答
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■病児・病後児のための保育施設の利用希望について 

 こどもが病気やけがで普段利用している保育所や認定こども園を利用できなかった

場合に、母親または父親が仕事を休んだ経験のある家庭のうち、４１.６％が病児・病後

児保育を「できれば利用したい」と思ったことがあり、一定のニーズがあることが   

うかがえます。 

また、病児・病後児保育を利用したい家庭の利用希望期間については、１～５日程度

で半数を超えている一方で、「１０日」と「１１日以上」を希望する家庭もあわせて   

２７.２％おり、長期の利用希望があることも分かります。 

 

 

■不定期な保育などの利用について 

 日中の定期的な利用以外に、不定期に利用している保育などの事業について、   

９４．０％の方が「利用していない」と回答しています。 

 

 

利用したいと

思わない

５６.４％

無回答

２.０％

１日 5.5％

２日 15.2％

３日 17.8％

４日 3.1％

５日 17.3％

６～９日 7.6％

１０日 15.7％

１１日以上 11.5％

無回答 6.3％

できれば

利用したい

41.6％

利用希望期間

1.4%

0.4%

0.0%

0.4%

94.0%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援（ショートステイ）

その他

利用していない

無回答

総回答数 

１，３８４ 
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 日中の定期的な利用以外に、不定期に利用している保育などの事業について、利用 

したい方は２８．６％おり、一定のニーズが見込まれます。 

事業を利用したい理由については、私用やリフレッシュ目的、冠婚葬祭時等に利用 

する必要があると考えている方が多くなっています。 

 

 

 

■こどもの小学校就学後の放課後の過ごし方について 

就学前児童がいる家庭が、こどもの就学後に希望する放課後の過ごさせ方について、

小学校低学年のうちは、自宅か放課後児童クラブで放課後を過ごさせたいという意向が

うかがえます。高学年になると習い事などの利用希望も想定するなど、多様な放課後の

過ごさせ方を希望しているようです。 

  

28.6% 50.4% 21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

66.9%

59.3%

21.2%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私用やリフレッシュ目的

冠婚葬祭・学校行事・通院等のため

不定期の就労のため

その他 ※複数回答

25.9%

6.9%

7.2%

0.3%

57.9%

0.0%

1.7%

22.8%

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や

友人・知人宅

習い事（スポ少、

ピアノ教室、学習塾など）

児童館

（放課後児童クラブ以外）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・

センター

その他（公民館、

図書館、公園など）

無回答

低学年

43.1%

9.3%

22.4%

1.7%

31.4%

0.0%

2.1%

31.4%

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や

友人・知人宅

習い事（スポ少、

ピアノ教室、学習塾など）

児童館

（放課後児童クラブ以外）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・

センター

その他（公民館、

図書館、公園など）

無回答

高学年
※複数回答 
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６ こども・若者・保護者の意識・意向 
 
 

 
 
 

   

 

  こども及び保護者の支援ニーズなどを把握するとともに、こども大綱において設定され

た数値目標に対する本市の現状分析を行うことを目的として実施しました。 

 

 

   
 

  ① 調査対象  市内の小学校、中学校及び特別支援学校に在学する児童・生徒並びに 

その保護者 

  ② 対 象 数  児童・生徒４，６７１名、保護者３，２９４※世帯（※推計） 

  ③ 回答期間  令和６年７月１５日（月）～８月５日（月） 

  ④ 調査方法  オンライン回答 

    

 

   
 
 

 対象数 回答数 回答率 

児童・生徒 ４，６７１ ９００ １９.３％ 

保護者 ３，２９４ ７０９ ２１.５％ 

合計 ７，９６５ １，６０９ ２０.２％ 

 

 

 

 

① 設問の構成比（％）については、小数点第２位以下を四捨五入して表記している。 

② 単一回答の設問における構成比（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、

合計は必ずしも１００％になっていない場合がある。 

③ 複数回答の設問における構成比（％）は、集計対象数に対する回答数の比率を示す   

ものであり、その合計は１００％を超えることがある。 

 

 

 

 

（１）こども・保護者アンケート調査の実施 

 

調査方法 

 

回収結果 

 

調査の目的 

 

注意事項 
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□ 児童・生徒 

■ 子どもの権利の認知度について 

子どもの権利につ

いて、「知っている」

は１９.８％、「知ら

ない」は８０.１％と

なっており、認知度

が低い結果となって

います。 

 

■ 本市に住み続ける意思について 

 大人になっても 

本市に住み続けたい

かについて、「すごく

思う」は２８.６％と

なっており、「少し 

思う」と合わせると

７３.９％となって

います。 

 

■ こども自身の意見の主張機会について 

 自分の意見が言え

る場について、「たく

さんあると感じる」

は４１.２％、「少し

はあると感じる」が

５４.３％、「まった

くないと感じる」が

４.３％となってい

ます。 

 

19.8%

80.1%

0.1%

知っている

知らない

無回答

28.6%

45.3%

20.1%

5.9%
0.1%

すごく思う

少し思う

あまり思わない

まったく思わない

無回答

41.2%

54.3%

4.3% 0.1%

たくさんあると感じる

少しはあると感じる

まったくないと感じる

無回答

総回答数 

900 

総回答数 

900 

総回答数 

900 

調査結果（一部抜粋） 
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■ こども自身の安心できる居場所について 

 安心できる居場所

について、８割近く

の児童・生徒が複数

あると回答し、５つ

以上ある児童・生徒

は２１.８％います。 

 具体的な場所につ

いては、「自分の家

（自分の部屋を除

く）」が最も多くなっ

ており、公共の建物

よりインターネット

上やショッピング 

センター等の割合が

高くなっています。  

  

21.1%

23.3%

18.4%

14.2%

21.8%

1.1%

１つ

２つ

３つ

４つ

５つ以上

居場所が「わからない」

または「ない」

80.0%

51.1%

33.6%

22.3%

18.1%

7.0%

12.8%

37.6%

0% 20% 40% 60% 80%

自分の家

（自分の部屋を除く）

自分の部屋

学校（スポ少、

部活動を除く）

スポ少、部活動

インターネット・ＳＮＳ・

オンラインゲーム上

塾や習い事の教室

公園や広場

祖父母・親戚の家や

友だちの家

13.0%

14.6%

12.3%

7.4%

1.0%

3.7%

1.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物や飲食をする施設

（ショッピングセンターや

ファストフード店など）

お金を払って遊ぶ施設

（カラオケ・ゲームセンター

など）

公共の建物

（公民館、図書館など）

児童館

放課後等

デイサービス

その他

わからない

安心できる

居場所はない

※複数回答

総回答数 

900 
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□ 保護者 

■ 理想のこどもの数を持てない理由について 

 家庭にいるこどもの数が理想のこどもの数より少ない理由について、「今後、出産予定

または産みたいと思っている」が３.１％いる一方で、「子育てや教育にお金がかかり 

すぎるから」が４４.３％と最も多くなっており、経済的な理由が原因の場合が多いこと

がうかがえます。 

 

■ 産後の指導・ケアについて 

 自身またはパートナーが産後、退院してから４か月健診までの間、市が実施する事業

や医療機関などを利用した指導・ケアについて、「十分に受けることができた」が   

３７.２％いる一方で、「あまり受けることができなかった」と「まったく受けることが

できなかった」の割合を合わせると２５％を超えており、４人に１人以上の保護者が  

産後の指導・ケアに満足していないことが分かります。 

 

44.3%

15.8%

5.7%

10.4%

0.5%

14.2%

3.1%
6.0% 子育てや教育にお金がかかりすぎるから

仕事と育児の両立が困難だから

健康上の理由から

出産、育児の肉体的・精神的負担に耐えられないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

その他

今後、出産予定または産みたいと思っている

無回答

回答数

386

37.2%

33.3%

21.9%

6.3%

1.3%

十分に受けることできた

少し受けることができた

あまり受けることができなかった

まったく受けることができなかった

無回答

総回答数

709
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■ こども・若者の遊びや体験活動の機会について 

 こども・若者の 

遊びや体験活動の 

機会について、「十分

にあると思う」が 

１２.３％にとどま

り、「あまりないと 

思う」と「まったく 

ないと思う」の割合

を合わせると半数を 

超えています。 

 

■ 障がいや発達に特性のあるこども・若者の地域社会への参加・包容の推進について 

 障がいなどがある

こども・若者の地域

社会への参加・包容

の推進について、 

「すごく推進されて

いると感じる」が 

５.９％にとどまり、

「少し推進されてい

ると感じる」の割合

と合わせても半数を

超えていない状況 

です。  

■ 過去１年間の公共料金（電気・ガス代等）の滞納経験について 

 過 去 １ 年 間 に  

電気・ガス代等の 

公共料金を滞納した

経 験 が あ る か に  

ついて、「ある」が 

７.５％で、「ない」が

９２.４％となって

います。 

 

12.3%

35.7%46.0%

5.8%

0.3%

十分にあると思う

少しあると思う

あまりないと思う

まったくないと思う

無回答

5.9%

36.2%

50.1%

7.3%

0.4%

すごく推進されている

と感じる

少し推進されている

と感じる

あまり推進されて

いないと感じる

まったく推進されて

いないと感じる

無回答

7.5%

92.4%

0.1%

ある

ない

無回答

総回答数 

709 

総回答数 

709 

総回答数 

709 
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■ 子育て中の自分または夫婦・パートナーだけの時間の確保について 

 子育て中に自分 

または夫婦・パート

ナーだけの時間が 

確保できていると

「すごく感じる」あ

るいは「少し感じる」

と回答した保護者の

割合は５８.０％と

なっており、半数 

以上の保護者が時間

を確保できているこ

とがうかがえます。  

 

■ 本市に住み続けながらの子育ての希望について 

 本市に住み続けて

子育てをしたいと 

思うかについて、  

「すごく思う」が 

２２.７％、「少し思

う」が５２.３％とな

っており、７割以上

の保護者が本市に 

住み続けながらの 

子育てを希望してい

ます。 
 

 

■ 本市が“働きやすいまち”かどうかについて 

 本市を“働きやす

いまち”だと思うか

について、「すごく思

う」が４ .１％と  

低い一方で「あまり

思わない」と「まった

く思わない」を合わ

せた割合は６３ .

７％となっていま

す。 

 

15.8%

42.2%

37.9%

3.9%

0.1%

すごく感じる

少し感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

22.7%

52.3%

19.7%

4.9%
0.3%

すごく思う

少し思う

あまり思わない

まったく思わない

無回答

4.1%

31.7%

46.4%

17.3%

0.4%

すごく思う

少し思う

あまり思わない

まったく思わない

無回答

総回答数 

709 

総回答数 

709 

総回答数 

709 
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■ 子育てにおける心配や不安の有無について 

 子育てにおける 

心配や不安につい

て、７０.４％の保護

者が「ある」と回答 

しており、何らかの

心配や不安を抱えな

がら子育てをして 

いることがうかがえ

ます。 

 

■ 子育て当事者同士の交流の場について 

 子育て当事者同士

の交流の場があると

感じるかについて、

「すごく感じる」が

３.２％と低くなっ

ている一方で、「あま

り感じない」と「まっ

たく感じない」を 

合 わ せ た 割 合 が  

５８.６％となって

います。 
 

■ 勤務先のワーク・ライフ・バランスへの配慮について 

 自身の勤務先が 

ワーク・ライフ・バラ

ンスに配慮している

職場だと思うかに 

ついて、「少し思う」

が３８.２％と最も

多くなっています

が、「あまり思わな

い」と「まったく思わ

ない」を合わせた 

割合も３割を超えて

います。  

 

70.4%

29.3%

0.3%

ある

ない

無回答

3.2%

37.4%

48.2%

10.4%

0.7%

すごく感じる

少し感じる

あまり感じない

まったく感じない

無回答

22.8%

38.2%

22.1%

10.5%

6.4%

すごく思う

少し思う

あまり思わない

まったく思わない

無回答

総回答数 

709 

総回答数 

709 

総回答数 

709 
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  若者（１９～３９歳）が本市のこども・子育て施策等に対する意見を表明する機会を  

確保するとともに、寄せられた意見をこども計画や各施策に反映することを目的として 

設置しました。 

 

 

 

  寄せられた意見をグルーピングし、該当する意見が複数存在するグループについて掲載

しています。 
 

出産・産後ケアについて 

 ・分娩を行うことができる産婦人科が少なく、通院に時間が掛かる人が急に病院に行く 

必要が出た場合にリスクがあるし、冬季間はさらにリスクがあるため改善した方が良い。 

 ・産後ケア（母乳ケアやマッサージ、子育てサロンやアロマトリートメント等）を行って

いる施設が少ないため整備した方が良い。 

・無痛分娩を選択しやすくした方が良い。当たり前に選択できるような地域になれば、  

この地域で出産したいという母親の増加や家族での移住にもつながると考える。 

 

こどもの遊び場について 

 ・幅広い年齢に対応した室内遊具などがたくさん整備された施設があったら良いと思う。 

 ・雨天や降雪時も室内で遊べる施設が欲しい。 

 

給食・放課後児童クラブでの昼食について 

 ・主食を持参する場合、保護者の負担になるだけではなく、食中毒のリスクもあるため、

保育園の給食費補助を主食にも拡大した方が良いと思う。 

 ・給食費の無償化について検討してほしい。 

 ・長期休業期間中の放課後児童クラブでの昼食提供について検討してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）若者意見入力フォームの設置 

 

設置目的 

 

寄せられた意見 
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寄せられた意見から求められている内容とそれに対する市の方向性についてまとめます。 

出産・産後ケアについて 

 ・出産を迎えるまでのサポート体制や産後のケアにおける現状について、改善が求め  

られていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの遊び場について 

 ・こどもの遊び場については、屋外の公園だけではなく、雨天や降雪時にものびのびと  

こどもたちが遊ぶことのできる気候に左右されない室内施設が求められていることが

わかりました。 

 

 

 

 

 

給食・放課後児童クラブでの昼食について 

 ・給食費の経済的負担と長期休業中における放課後児童クラブ利用時の昼食の用意に 

伴う負担について、軽減が求められていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

➤ 出産から産後のケアに係る支援体制は、母子はもちろん、その家族にとっても 

新たな命の誕生を迎えるにあたり最も重要であり、安心に足る十分なものが整備

されていなければならないと考えています。出産や子育てに関する情報提供や 

相談体制の充実をはじめ、産後においてもサポートする事業を展開し、さらなる 

体制強化に努めていきます。 

➤ 以前から寄せられていたニーズに対応し、施設整備事業を進めているところで  

あり、寄せられた声やニーズに沿えるような施設となるよう事業を進めていき 

ます。 

意見からわかったことと今後の方向性 

 

➤ 本計画の「義務教育に関する経済的負担の軽減」などに反映し、教育委員会   

事務局とも十分に連携の上、経済的な負担に限らず、広く子育て世帯の負担軽減

について検討を進めていきます。 
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  高校生から本市の「今」と「未来」について、普段の生活や市の取組に関心をもち    

ながら、高校生だからこそ見える視点で、本市をさらに良くする意見やアイデアを提案  

していただき、こども計画の策定や各施策に反映させることを目的として実施しました。 

 

   

 

  ① 参 加 対 象  市内の高等学校（私立を含む。）に在学または市内在住の 

高校１～３年生 

  ② 参 加 者 数  生徒２１名 ・大曲農業高等学校６名 ・大曲高等学校５名 

・大曲工業高等学校６名 ・秋田修英高等学校４名 

  ③ 実 施 日  第１回 令和６年７月２４日（水） 

第２回 令和６年８月 １日（木） 

第３回 令和６年８月 ８日（木） 

  ④ ファシリテーター   大仙市コミュニティＦＭ局 ＦＭはなび  藤田 浩士 氏 

 

 

 

  参加した高校生が３つのグループに分かれ、普段の生活の中で「大仙市がもっとこう  

だったらいいのに」と感じた経験から本市の理想像を出し合い、さらに考えた理想が実現

した場合の効果や生じる課題とそれに対する解決策について意見を出し合いました。 

  また、グループごとにまとめた意見を市長へプレゼンテーションし、直接意見交換を  

行いました。 

 

   
 

Ａグループ   

「男女ともに楽しく遊べる場所及びイルミネーション等のデートスポットの設置」 

  Ｂグループ 

  「すべての世代が気軽に利用できる公園の設置」 

  Ｃグループ 

  「駅前への施設の集約化及び各地域と駅前間のバスの整備」 

 

 

 

 

（３）高校生ワークショップの実施 

 

実施目的 

 

寄せられた意見 

 

実施概要 

 

要  旨 
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寄せられた意見から求められている内容とそれに対する市の方向性についてまとめます。 

Ａグループの意見について 

 ・中高生をはじめとする若者が男女ともに楽しく遊べる場所が市内には少ないと感じて

いる高校生が多く、駅前などにイルミネーションのような無料で楽しめるスポットが

求められていることがわかりました。 

 

Ｂグループの意見について 

 ・放課後になると商業施設以外に居場所がなく、不便に感じている高校生が多いことが

わかりました。 

 ・既存の公園はあるものの、上手く活用されていないほか、球技が禁止されているなど

の制約から十分に楽しむことができず、小さいこどもたちだけではなく、高校生や  

おとなもスポーツなどを楽しめる場所が駅前や学校の近くに求められていることが 

わかりました。 

 

Ｃグループの意見について 

 ・市の中心であるべき駅前と花火通り商店街の活気が薄れ、シャッター街化している  

ことに対する寂しさや、駅前などの中心地に集まっていてほしい施設が市内の様々な 

場所に点在していることに対する不便さから、そのような施設を駅前に集約し、そこ

までの交通手段を整備する必要性を感じていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

➤ 高校生ワークショップ全体の意見として、駅周辺などの市中心部となるような

エリアが発展し、イルミネーションや公園などの広く「若者の居場所」となり得

るような場所が必要とされていることがうかがえました。特に、放課後の居場所

については、重要な問題であると捉えています。 

➤ 公共施設に限らず、既に存在する市民の皆さんの生活に欠かせない施設なども 

含めて、長期的な視点に立ったまちづくりの中で、高校生ワークショップで  

いただいた意見を取り入れ、必要に応じてさらなる意見聴取を行いながら、若者

の居場所づくりを進めていきたいと考えています。 

➤ また、居場所について、建物の建設などといったハード面からのみ検討するので

はなく、心の居場所といったソフト面からもそういった場所を提供できるよう 

検討していきたいと考えています。 

意見からわかったことと今後の方向性 

 


